
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画素
における階調値の変化に基づいて補正して出力する液晶駆動用画像処理回路であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像に対応する符号化
画像データを出力する符号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより前記現フ
レームの画像データに対応する第１の復号化画像データを出力する復号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延
する遅延手段と、
前記遅延手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより、前記現フ
レームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力する復号化
手段と、
前記第１の復号化画像データ、および前記第２の復号化画像データに基づいて、前記現フ
レームの画像の階調値を補正するための補正データを出力する補正データ発生手段と、
前記補正データに基づいて前記現フレームの画像データを補正する補正手段とを備えたこ
とを特徴とする液晶駆動用画像処理回路。
【請求項２】
第１の復号化画像データ、および第２の復号化画像データの量子化ビット数を削減するこ
とにより、前記第１の復号化画像データ、および第２の復号化画像データに対応する第３
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の復号化画像データ、および第４の復号化画像データをそれぞれ出力するデータ変換手段
を備え、
補正データ発生手段は、前記第３の復号化画像データ、および前記第４の復号化画像デー
タに基づいて補正データを出力することを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処
理回路。
【請求項３】
第１の復号化画像データ、または第２の復号化画像データの量子化ビット数を削減するこ
とにより、前記第１の復号化画像データに対応する第３の復号化画像データ、または第２
の復号化画像データに対応する第４の復号化画像データを出力するデータ変換手段を備え
、
補正データ発生手段は、前記第３の復号化画像データおよび前記第２の復号化画像データ
、または前記第１の復号化画像データおよび前記第４の復号化画像データに基づいて補正
データを出力することを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処理回路。
【請求項４】
第１の復号化画像データと現フレームの画像との誤差を検出する誤差判定手段と、
検出された前記誤差に基づいて補正データの値を制限する制限手段とをさらに備えたこと
を特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処理回路。
【請求項５】
第１の復号化画像データと現フレームの画像データとの差分を検出する誤差判定手段と、
検出された前記差分を前記第１の復号化画像データ、および第２の復号化画像データのそ
れぞれに加算することにより、前記第１の復号化画像データに対応する第５の復号化画像
データ、および前記第２の復号化画像データに対応する第６の復号化画像データを生成す
る手段とをさらに備え、
補正データ発生手段は、前記第５の復号化画像データ、および前記第６の復号化画像デー
タに基づいて補正データを出力することを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処
理回路。
【請求項６】
第１の復号化画像データと現フレームの画像データとの差分を検出する誤差判定手段と、
検出された前記差分を前記第１の復号化画像データ、 第２の復号化画像データに加
算することにより、前記第１の復号化画像データに対応する第５の復号化画像データ、

前記第２の復号化画像データに対応する第６の復号化画像データを生成する手段とを
さらに備え、
補正データ発生手段は、前記第５の復号化画像データ よび前記第６の復号化画像デー
タに基づいて補正データを出力することを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処
理回路。
【請求項７】
現フレームの画像に含まれる所定の周波数成分を制限する帯域制限手段をさらに備え、
符号化手段は、前記帯域制限手段の出力を符号化することにより符号化画像を出力するこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動用画像処理回路。
【請求項８】
補正データは、液晶が１フレーム期間以内に画像データにより定められる所定の階調値に
対応する透過率となるよう設定されることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記
載の液晶駆動用画像処理回路。
【請求項９】
液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画素
における階調値の変化に基づいて補正する画像処理方法であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像データに対応する
符号化画像データを生成し、
前記符号化画像データを復号化することにより得られる前記現フレームの画像データに対
応する第１の復号化画像データ、および前記符号化画像データを１フレームに相当する期
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間遅延して復号化することにより得られる前記現フレームの１フレーム前の画像データに
対応する第２の復号化画像データに基づいて前記現フレームの画像データを補正すること
を特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
第１の復号化画像データ、および第２の復号化画像データの量子化ビット数を削減するこ
とにより得られる、前記第１の復号化画像データに対応する第３の復号化画像データ、お
よび第２の復号化画像データに対応する第４の復号化画像データに基づいて現フレームの
画像データを補正することを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
第１の復号化画像データ、または第２の復号化画像データの量子化ビット数を削減するこ
とにより、前記第１の復号化画像データに対応する第３の復号化画像データ、または第２
の復号化画像データに対応する第４の復号化画像データを出力し、
前記第３の復号化画像データおよび前記第２の復号化画像データ、または前記第１の復号
化画像データおよび前記第４の復号化画像データに基づいて現フレームの画像データを補
正することを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法。
【請求項１２】
第１の復号化画像データと現フレームの画像データとの誤差を検出し、検出された誤差に
基づいて、現フレームの画像データの補正量を制限することを特徴とする請求項９に記載
の画像処理方法。
【請求項１３】
第１の復号化画像データと現フレームの画像データとの差分を前記第１の復号化画像デー
タ、および第２の復号化画像データに加算することにより、前記第１の復号化画像データ
に対応する第５の復号化画像データ、および前記第２の復号化画像データに対応する第６
の復号化画像データを生成し、
前記第５の復号化画像データ、および前記第６の復号化画像データに基づいて現フレーム
の画像データを補正することを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法。
【請求項１４】
第１の復号化画像と現フレームの画像との差分を前記第１の復号化画像データ、 第
２の復号化画像データに加算することにより、前記第１の復号化画像データに対応する第
５の復号化画像データ、 前記第２の復号化画像データに対応する第６の復号化画像
データを生成し、
前記第５の復号化画像データ よび前記第６の復号化画像データに基づいて現フレーム
の画像データを補正することを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法。
【請求項１５】
現フレームの画像に含まれる所定の周波数成分を制限することにより得られる、前記現フ
レームの画像に対応する新たな画像を符号化することを特徴とする請求項９に記載の画像
処理方法。
【請求項１６】
現フレームの画像データは、液晶が１フレーム期間以内に前記現フレームの画像データに
より定められる所定の階調値に対応する透過率となるよう補正されることを特徴とする請
求項９～１５のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１７】
画像を構成する各画素の階調値を表す画像データを、前記各画素における階調値の変化に
基づいて補正する画像処理回路であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像に対応する符号化
画像データを出力する符号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより前記現フ
レームの画像データに対応する第１の復号化画像データを出力する復号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延
する遅延手段と、
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前記遅延手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより、前記現フ
レームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力する復号化
手段と、
前記第１の復号化画像データ、および前記第２の復号化画像データに基づいて、前記現フ
レームの画像の階調値を補正する補正手段とを備えたことを特徴とする画像処理回路。
【請求項１８】
画像を構成する各画素の階調値を表す画像データを、前記各画素における階調値の変化に
基づいて補正する画像処理方法であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像に対応する符号化
画像データを生成し、
前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延して復号化することにより得られ
る前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する復号化画像データ、および前記
符号化画像データを復号化して得られる前記現フレームの画像データに対応する復号化画
像データを用いて求められる前記階調値の変化に基づいて前記現画像の画像データを補正
することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１９】
請求項１～８のいずれか１項に記載の液晶駆動用画像処理回路を備えたことを特徴とする
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、液晶ディスプレイ装置に関するものであり、特に、液晶の応答速度を改善す
るための画像処理回路、および画像処理方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶は累積応答効果により透過率が変化するため、変化の速い動画に対応できないという
欠点がある。こうした問題を解決するために、階調変化時の液晶駆動電圧を通常の駆動電
圧よりも大きくすることにより、液晶の応答速度を改善する方法がある。
【０００３】
図７２は、上記の方法により液晶を駆動する液晶駆動装置の一例を示す図であり、その詳
細は、例えば特開平６－１８９２３２号公報に記載されている。図７２において１００は
Ａ／Ｄ変換回路、１０１は映像信号の１フレーム分のデータを保持する画像メモリ、１０
２は現在の画像データと１フレーム前の画像データとを比較して階調変化信号を出力する
比較回路、１０３は液晶パネルの駆動回路、１０４は液晶パネルである。
【０００４】
次に動作について説明する。Ａ／Ｄ変換回路１００は所定の周波数のクロックで映像信号
をサンプリングし、デジタル形式の画像データに変換し、画像メモリ１０１、および比較
回路１０２に出力する。画像メモリ１０１は、入力された画像データを映像信号の１フレ
ームに相当する期間遅延して、比較回路１０２に出力する。比較回路１０２は、Ａ／Ｄ変
換回路１００が出力する現在の画像データと、画像メモリ１０２が出力する１フレーム前
の画像データとを比較し、両者の画像の階調変化を表す階調変化信号を、現在の画像デー
タとともに駆動回路１０３に出力する。駆動回路１０３は、階調変化信号に基づいて、階
調値が増加した画素については通常の液晶駆動電圧より高い駆動電圧を与えて液晶パネル
１０４の表示画素を駆動し、減少した画素については低い電圧を与えて駆動する。
【０００５】
図７２に示す画像表示装置において、液晶パネル１０４の表示画素数が多くなると、画像
メモリ１０１に書き込まれる１フレーム分の画像データが増加するため、必要なメモリ容
量が大きくなるという問題がある。特開平４－２０４５９３号公報に記載の画像表示装置
においては、画像メモリ１０１の容量を削減するために、図７３に示すように、４つの画
素に画像メモリの１アドレスを割り当てている。つまり、縦横１画素おきに画素データを
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間引いて画像メモリに記憶し、画像メモリを読み出す際、間引いた画素については記憶し
た画素と同じ画像データを複数回読み出すことで、画像メモリの容量を削減している。例
えば、（ａ，Ｂ），（ｂ，Ａ），（ｂ，Ｂ）の画素については、アドレス０のデータが読
み出される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように、１フレーム前とで階調値が変化する場合、液晶駆動電圧を通常の液晶駆動
電圧よりも大きくすることにより、液晶の応答速度を改善することができる。しかし、階
調値の大小関係の変化のみに基づいて液晶駆動電圧を増減させるため、１フレーム前とで
階調値が増加した場合、その増加量に係わらず通常よりも高い駆動電圧が一律に印加され
る。このため、階調値の変化が僅かな場合は、液晶に過電圧が印加されることにより画質
の劣化が生じる。
【０００７】
また、図７３に示すように、画像メモリ１０１の画像データを間引いて画像メモリ１０１
の容量を削減した場合、以下に示す問題が生じる。図７４は、間引き処理により生じる問
題点を説明するための説明図である。図７４において、（ａ）はｎ＋１フレームにおける
画像データ、（ｂ）は（ａ）に示すｎ＋１フレームの画像に間引き処理を行った画像デー
タ、（ｃ）は間引き処理を行った画素データを補間して読み出した画像データ、（ｄ）は
１フレーム前のｎフレームの画像データを表している。図７４（ａ），（ｄ）に示すよう
に、ｎフレームの画像と、ｎ＋１フレームの画像は同じである。
【０００８】
間引き処理を行った場合、図７４（ｃ）に示すように、（Ｂ，ａ）、（Ｂ，ｂ）の画素デ
ータとして（Ａ，ａ）の画素データが読み出され、（Ｂ，ｃ）、（Ｂ，ｄ）の画素データ
として（Ａ，ｃ）の画素データが読み出される。つまり、実際は階調値１５０の画素デー
タが、階調値５０の画素データとして読み出される。このため、１フレーム前とで画像が
変化していないにも係わらず、ｎ＋１フレームの（Ｂ，ａ）、（Ｂ，ｂ）、（Ｂ，ｃ）、
（Ｂ，ｄ）における画素は通常よりも高い駆動電圧で駆動される。
【０００９】
このように、間引き処理を行った場合、画素データが間引かれた部分では電圧の制御が正
しく行われず、不要な電圧が印加されることによる画質劣化が生じる。
【００１０】
本発明は上記の問題に鑑みてなされたものであり、液晶ディスプレイ装置において、液晶
に印加される電圧が適切に制御されるよう前記液晶ディスプレイ装置に出力される画像デ
ータを補正する液晶駆動用画像処理回路、および画像処理方法を提供することを目的とす
る。
【００１１】
また、１フレーム前の画像を読み出すためのフレームメモリの容量を削減した場合におい
ても、正確に液晶に印加する電圧を制御することが可能な液晶駆動用画像処理回路、およ
び画像処理方法を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る液晶駆動用画像処理回路は、液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素
の階調値を表す画像データを、前記各画素における階調値 化に基づいて補正して出力
する液晶駆動用画像処理回路であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像に対応する符号化
画像データを出力する符号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより前記現フ
レームの画像データに対応する第１の復号化画像データを出力する復号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延
する遅延手段と、

10

20

30

40

50

(5) JP 3617498 B2 2005.2.2

の変



前記遅延手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより、前記現フ
レームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力する復号化
手段と、
前記第１の復号化画像データ、および前記第２の復号化画像データに基づいて、前記現フ
レームの画像の階調値を補正するための補正データを出力する補正データ発生手段と、
前記補正データに基づいて前記現フレームの画像データを補正する補正手段とを備えたも
のである。
【００１３】
本発明に係る画像処理方法は、液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を
表す画像データを、前記各画素における階調値 化に基づいて補正する画像処理方法で
あって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像データに対応する
符号化画像データを生成し、
前記符号化画像データを復号化することにより得られる前記現フレームの画像データに対
応する第１の復号化画像データ、および前記符号化画像データを１フレームに相当する期
間遅延して復号化することにより得られる前記現フレームの１フレーム前の画像データに
対応する第２の復号化画像データに基づいて前記現フレームの画像データを補正するもの
である。
【００１４】

また、本発明に係る画像処理方法は、画像を構成する各画素の階調値を表す画像データを
、前記各画素における階調値 化に基づいて補正する画像処理方法であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像に対応する符号化
画像データを生成し、
前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延して復号化することにより得られ
る前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する復号化画像データ、および前記
符号化画像データを復号化して得られる前記現フレームの画像データに対応する復号化画
像データを用いて求められる前記階調値の時間的な変化に基づいて前記現画像の画像デー
タを補正するものである。
【００１５】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
図２は、本発明の実施の形態１による液晶駆動回路の構成を示すブロック図である。受信
手段２は、入力端子１を介して画像信号を受信し、１フレーム分の画像（以下、現画像と
称す）を表す現画像データＤｉ１を順次出力する。画像データ処理部３は、符号化手段４
、遅延手段５、復号化手段６，７、補正データ生成器８、および補正手段９からなり、現
画像データＤｉ１に対応する新たな画像データＤｊ１を生成する。表示手段１０は、一般
的な液晶表示パネルにより構成され、画像の階調値に対応する電圧を液晶に印加すること
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の変

さらに、本発明に係る画像処理回路は、画像を構成する各画素の階調値を表す画像データ
を、前記各画素における階調値の変化に基づいて補正する画像処理回路であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像に対応する符号化
画像データを出力する符号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより前記現フ
レームの画像データに対応する第１の復号化画像データを出力する復号化手段と、
前記符号化手段により出力される前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延
する遅延手段と、
前記遅延手段により出力される前記符号化画像データを復号化することにより、前記現フ
レームの１フレーム前の画像データに対応する第２の復号化画像データを出力する復号化
手段と、
前記第１の復号化画像データ、および前記第２の復号化画像データに基づいて、前記現フ
レームの画像の階調値を補正する補正手段とを備えたものである。

の変



により表示動作を行う。
【００１６】
符号化手段４は、現画像データＤｉ１を符号化した符号化データＤａ１を出力する。現画
像データＤｉ１の符号化は、ＦＢＴＣやＧＢＴＣなどのブロック符号化を用いることがで
きる。また、ＪＰＥＧといった２次元離散コサイン変換符号化、ＪＰＥＧ－ＬＳといった
予測符号化、ＪＰＥＧ２０００といったウェーブレット変換など、静止画用の符号化方式
であれば任意のものを用いることができる。尚、こうした静止画用の符号化方法は、符号
化前の画像データと復号化された画像データが完全に一致しない非可逆符号化であっても
適用することが可能である。
【００１７】
遅延手段５は、符号化データＤａ１を１フレームに相当する期間遅延することにより現画
像データＤｉ１の１フレーム前の画像データを符号化した符号化データＤａ０を出力する
。遅延手段５は、符号化データＤａ１を１フレーム期間記憶するメモリにより構成される
。よって、現画像データＤｉ１の符号化率（データ圧縮率）を高くするほど、符号化デー
タＤａ１を遅延するために必要な遅延手段５のメモリの容量を少なくすることができる。
【００１８】
復号化手段６は、符号化データＤａ１を復号化することにより、現画像データＤｉ１によ
り表される現画像に対応する復号化画像データＤｂ１を出力する。同時に、復号化手段７
は、遅延手段５により遅延された符号化データＤａ０を復号化することにより、現画像の
１フレーム前の画像に対応する復号化画像データＤｂ０を出力する。
【００１９】
補正データ生成器８は、復号化画像データＤｂ１、および復号化画像データＤｂ０に基づ
いて、現画像の階調値が１フレーム前とで変化する場合、液晶が１フレーム期間内に当該
現画像の階調値に対応する透過率となるよう現画像データＤｉ 補正する補正データＤ
ｃを出力する。
【００２０】
補正手段９は、補正データＤｃを現画像データＤｉ１に加算（あるいは乗算）することに
より、画像データＤｉ１に対応する新たな画像データＤｊ１を生成する。
【００２１】
表示手段１０は、画像データＤｊ１に基づいて、所定の電圧を液晶に印加することにより
表示動作を行う。
【００２２】
図１は、図２に示す液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
画像データ符号化工程（Ｓｔ１）においては、符号化手段４により現画像データＤｉ１が
符号化され、符号化データＤａ１が出力される。符号化データ遅延工程（Ｓｔ２）におい
ては、遅延手段５により符号化データＤａ１が１フレームに相当する期間遅延され、現画
像データＤｉ１の１フレーム前の画像データを符号化した符号化データＤａ０が出力され
る。画像データ復号化工程（Ｓｔ３）においては、復号化手段６，７により符号化データ
Ｄａ１，Ｄａ０が復号化され、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０が出力される。補正デー
タ発生工程（Ｓｔ４）においては、補正データ生成器８により復号化画像データＤｂ１，
Ｄｂ０に基づいて補正データＤｃが出力される。画像データ補正工程（Ｓｔ５）において
は、補正手段９により補正データＤｃに基づいて現画像データＤｉ１に対応する補正デー
タＤｃが出力される。以上、Ｓ１～Ｓｔ５の各工程の動作が、現画像データＤｉ１に対し
１フレーム毎に行われる。
【００２３】
図３は、補正データ生成器８の内部構成の一例を示す図である。ルックアップテーブル（
ＬＵＴ）１１は、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１に基づいて決定される補正データＤｃ
の各値を表すデータＤｃ１を格納したルックアップテーブル１１により構成される。ルッ
クアップテーブル１１の出力Ｄｃ１は、補正データＤｃとして用いられる。
【００２４】
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図４は、ルックアップテーブル１１の構成を模式的に示す図である。ここで、復号化画像
データＤｂ０，Ｄｂ１はそれぞれ８ビット（２５６階調）の画像データであり、０～２５
５の値をとる。図４に示すように、ルックアップテーブル１１は、２次元に配列される２
５６×２５６個のデータを有し、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１の両値に対応する補正
データＤｃ１＝ｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｂ０）を出力する。
【００２５】
以下、補正データＤｃについて詳細に説明する。現画像の階調を８ビット（０～２５５階
調）とすると、現画像データＤｉ１＝１２７の場合、液晶には透過率５０％となるような
電圧Ｖ５０が印加される。同様に、現画像データＤｉ１＝１９１の場合は、透過率７５％
となるような電圧Ｖ７５が印加される。図５は、透過率０％の液晶に上記電圧Ｖ５０，Ｖ
７５を印加した場合の応答速度を示す図である。図５に示すように、液晶が所定の透過率
に到達するには１フレーム期間よりも長い応答時間を要する。よって、現画像の階調値が
変化する場合、１フレーム期間経過時の透過率が所望の透過率となるような電圧を印加す
ることにより液晶の応答速度を向上させることができる。
【００２６】
図５に示すように、電圧Ｖ７５を印加した場合、１フレーム期間経過時の液晶の透過率は
５０％となる。よって、目標とする透過率が５０％の場合、液晶の電圧をＶ７５とするこ
とにより１フレーム期間内に液晶を所望の透過率とすることができる。つまり、現画像デ
ータＤｉ１が０から１２７に変化する場合、当該現画像データをＤｊ１＝１９１として表
示手段１０に出力することにより、１フレーム期間内に所望の透過率となるような電圧が
液晶に印加される。
【００２７】
図６は、液晶の応答速度の一例を示す図であり、ｘ軸は現画像データＤｉ１の値（現画像
における階調値）、ｙ軸は１フレーム前の画像データＤｊ０の値（１フレーム前の画像に
おける階調値）であり、ｚ軸は液晶が１フレーム前の階調値に対応する透過率から現画像
データＤｉ１の階調値に対応する透過率となるまでに要する応答時間を示している。ここ
で、現画像の階調値が８ビットの場合、現画像、および１フレーム前の画像における階調
値の組合わせは２５６×２５６通り存在するので、応答速度も２５６×２５６通り存在す
る。図６では階調値の組合わせに対応する応答速度を８×８通りに簡略化して示している
。
【００２８】
図７は、液晶が１フレーム期間経過時に現画像データＤｉ１の値に対応する透過率となる
よう現画像データＤｉ１に加算される補正データＤｃの値を示している。現画像の階調値
が８ビットの場合、補正データＤｃは現画像、および１フレーム前の画像における階調値
の組合わせに対応して２５６×２５６通り存在する。図７では階調値の組合わせに対応す
る補正データを８×８通りに簡略化して示している。
【００２９】
図６に示すように、液晶の応答速度は現画像および１フレーム前の画像における階調値毎
に異なり、補正データＤｃの値は簡単な計算式によって求めることができないので、ルッ
クアップテーブル１１には、現画像および１フレーム前の画像の両階調値に対応する２５
６×２５６通りの補正データが格納される。
【００３０】
図８は、液晶の応答速度の他の例を示す図である。図９は、図８に示す応答特性を有する
液晶が１フレーム期間経過時に現画像データＤｉ１の値に対応する透過率となるよう現画
像データＤｉ１に加算される補正データＤｃの値を示している。図６，８に示すように、
液晶の応答特性は液晶の材料、電極形状、温度などによって変化するので、こうした使用
条件に対応する補正データＤｃを備えたルックアップテーブル１１を用いることにより、
液晶の特性に応じて応答速度を制御することができる。
【００３１】
補正データＤｃ＝ｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｂ０）は、液晶の応答速度が遅い階調値の組合わせに
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対する補正量が大となるよう設定される。液晶は特に、中間階調（グレー）から高階調（
白）に変化する際の応答速度が遅い。従って、中間階調を表す復号化画像データＤｂ０と
、高階調を表す復号化画像データＤｂ１に対応する補正データｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｂ０）の
値を大きく設定することにより、応答速度を効果的に向上させることができる。
【００３２】
補正データ生成器８は、ルックアップテーブル１１により出力されたデータＤｃ１を補正
データＤｃとして出力する。補正手段９は、補正データＤｃを現画像データＤｉ１に加算
することにより、現画像に対応する新たな画像データＤｊ１を出力する。表示手段１０は
、画像データＤｊ１の階調値に対応する電圧を液晶に印加することにより表示動作を行う
。
【００３３】
図１０は、本実施の形態による液晶駆動回路の動作について説明するための説明図である
。図１０において（ａ）は現画像データＤｉ１、（ｂ）は補正データＤｃに基づいて補正
された画像データＤｊ１の値を示し、（ｃ）は画像データＤｊ１に基づく電圧を印加した
ときの液晶の応答特性を示している。図１０（ｃ）において、破線により示す特性は現画
像データＤｉ１に基づく電圧を印加したときの液晶の応答特性である。図１０（ｂ）に示
すように階調値が増加・減少する場合、補正データＤｃに基づく補正値Ｖ１，Ｖ２を現画
像データＤｉ１に加算・減算することにより、現画像に対応する新たな画像を表す画像デ
ータＤｊ１が生成される。表示手段１０において、画像データＤｊ１に基づく電圧を液晶
に印加することにより図１０（ｃ）に示すように、略１フレーム期間内に所定の透過率と
なるよう液晶を駆動することができる。
【００３４】
本実施の形態による液晶駆動回路は、補正データＤｃを発生する際、符号化手段４により
現画像データＤｉ１を符号化し、データ容量を圧縮して遅延するので、現画像データＤｉ
１を１フレーム期間遅延するために必要なメモリの容量を削減することができる。また、
現画像データＤｉ１の画素情報を間引かずに符号化・復号化するので、適切な値の補正デ
ータＤｃを発生し、液晶の応答速度を正確に制御することができる。
【００３５】
また、符号化手段４、および復号化手段６，７により符号化・復号化された復号化画像デ
ータＤｂ０，Ｄｂ１に基づいて補正データＤｃを生成するので、画像データＤｊ１は、以
下に述べるように符号化・復号化の誤差の影響を受けない。
【００３６】
図１１は符号化・復号化の誤差が画像データＤｊ１に与える影響について説明するための
説明図である。図１１（ｄ）は現画像を表す現画像データＤｉ１、図１１（ａ）は現画像
の１フレーム前の画像を表す画像データＤｉ０の値を模式的に示す図である。図１１（ｄ
），（ａ）に示すように、現画像データＤｉ１は、１フレーム前とで変化していない。図
１１（ｂ），（ｅ）は、図１１（ｄ），（ａ）に示す現画像データＤｉ１、および１フレ
ーム前の画像データＤｉ０に対応する符号化データを模式的に示す図である。ここで、図
１１（ｂ），（ｅ）は、ＦＴＢＣ符号化によって得られる符号化データを示しており、代
表値（Ｌａ，Ｌｂ）を８ビットとし、各画素に１ビットを割り当てている。図１１（ｃ）
，（ｆ）は、図１１（ｅ），（ｂ）に示す符号化データを復号化した復号化画像データＤ
ｂ０，Ｄｂ１を示している。図１１（ｇ）は、図１１（ｃ），（ｆ）に示す復号化画像デ
ータＤｂ０，Ｄｂ１に基づいて生成される補正データＤｃの値を示し、図１１（ｈ）は、
このとき補正手段９から表示手段１０に出力される画像データＤｊ１の値を示している。
【００３７】
図１１（ｄ），（ｆ）に示すように、現画像データＤｉ１の符号化・復号化に伴う誤差が
生じた場合においても、図１１（ｃ），（ｆ）に示す復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１に
基づいて補正データＤｃを発生することにより、図１１（ｇ）に示すように補正データＤ
ｃの値は０となる。これにより、図１１（ｈ）に示すように、画像データＤｊ１は符号化
・復号化により生じる誤差の影響を受けることなく表示手段１０に出力される。
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【００３８】
上記の説明ではルックアップテーブル１１に入力されるデータが８ビットの場合について
示したが、これに限るものではなく、補間処理等により、実質的に補正データを生成する
ことが可能なビット数であれば、任意のビット数としてよい。
【００３９】
また、補正データＤｃの値は現画像データＤｉ１に乗じる乗算値としてもよい。この場合
、補正データＤｃは１．０倍を中心とし、補正量に対応して倍率が変化する係数として表
される。この場合、補正手段９は乗算器を含んで構成される。尚、補正データＤｃは、画
像データＤｊ１が表示手段１０の表示可能な階調の範囲を超えないよう設定される。
【００４０】
実施の形態２．
図１３は、実施の形態２による補正データ生成器８の第１の構成を示す図である。データ
変換手段１２は、復号化画像データＤｂ１の量子化ビット数を、例えば８ビットから３ビ
ットに削減するビット数変換を行うことにより、復号化画像データＤｂ１に対応する新た
な復号化画像データＤｅ１を出力する。ルックアップテーブル１３は、ビット数変換され
た復号化画像データＤｅ１、および復号化画像データＤｂ０に基づいて補正データＤｃ１
を出力する。
【００４１】
図１２は、図１３に示す補正データ生成器８を有する液晶駆動回路の動作を示すフローチ
ャートである。符号化データ変換工程（Ｓｔ６）においては、データ変換器１２により、
復号化画像データＤｂ１の量子化ビット数が削減される。次の補正データ発生工程（Ｓｔ
４）においては、ルックアップテーブル１３によりビット数変換された復号化画像データ
Ｄｅ１、および復号化画像データＤｂ０に基づいて補正データＤｃ１が出力される。他の
各工程における動作は実施の形態１において説明したのと同様である。
【００４２】
図１４は、図１３に示すルックアップテーブル１３の構成を模式的に示す図である。ここ
で、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１は３ビット（８階調）のデータであり０
～７の値をとる。図１４に示すように、ルックアップテーブル１３は２次元に配列される
２５６×８個のデータを有し、３ビットの復号化画像データＤｅ１、および８ビットの復
号化画像データＤｂ０に基づいて、Ｄｅ１，Ｄｂ０の両値に対応するデータＤｃ１＝ｄｔ
（Ｄｅ１，Ｄｂ０）を出力する。
【００４３】
データ変換手段１２による量子化ビット数の変換方法は、線形量子化、または所定の階調
値の量子化密度を変化させる非線形量子化のいずれを用いてもよい。
【００４４】
図１５は、復号化画像データＤｅ１を非線形量子化によりビット数変換した場合のルック
アップテーブル１３の構成を模式的に示す図である。この場合、データ変換手段１２は、
復号化画像データＤｂ１の階調値を変換ビット数に対応して予め設定される複数の閾値と
比較し、最も近い閾値を復号化画像データＤｅ１として出力する。図１５において、水平
方向に配列する各補正データＤｃ１の間隔は複数の閾値の間隔に対応する。
【００４５】
このように、非線形量子化によりビット数を変換する際、補正量の変化が大きい領域で量
子化密度を高く設定することにより、ビット数削減に伴う補正データＤｃ１の誤差を低減
することができる。
【００４６】
図１６は、本実施の形態による補正データ生成器８の第２の構成を示す図である。データ
変換手段１４は、復号化画像データＤｂ０の量子化ビット数を、例えば８ビットから３ビ
ットに削減するビット数変換処理を行うことにより、復号化画像データＤｂ０に対応する
新たな復号化画像データＤｅ０を出力する。ルックアップテーブル１５は、ビット数変換
された復号化画像データＤｂｅ、および復号化画像データＤｅ１に基づいて補正データＤ
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ｃ１を出力する。
【００４７】
図１７は、図１６に示すルックアップテーブル１５の構成を模式的に示す図である。ここ
で、ビット数変換された復号化画像データＤｅ０は３ビット（８階調）のデータであり、
０～７の値をとる。図１７に示すように、ルックアップテーブル１５は２次元に配列され
る８×２５６個のデータを有し、３ビットの復号化画像データＤｅ０、および８ビットの
復号化画像データＤｂ１に基づいて、Ｄｂ１，Ｄｅ０の両値に対応する補正データＤｃ１
＝ｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｅ０）を出力する。
【００４８】
データ変換手段１４による量子化ビット数の変換方法は、線形量子化、または所定の階調
値の量子化密度を変化させる非線形量子化のいずれを用いてもよい。
【００４９】
図１８は、復号化画像データＤｅ１を非線形量子化によりビット数変換した場合のルック
アップテーブル１５の構成を模式的に示す図である。
【００５０】
図１９は、本実施の形態による補正データ生成器８の第３の構成を示す図である。データ
変換手段１２，１４は、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０の量子化ビット数を、例えば８
ビットから３ビットに削減するビット数変換処理を行うことにより、復号化画像データＤ
ｂ１，Ｄｂ０に対応する新たな復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０を出力する。ルックアッ
プテーブル１６は、ビット数変換された復号化画像データＤｅ０，Ｄｅ１に基づいて補正
データＤｃ１を出力する。
【００５１】
図２０は、図１９に示すルックアップテーブル１６の構成を模式的に示す図である。ここ
で、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０は３ビット（８階調）のデータ
であり、０～７の値をとる。図２０に示すように、補正データ発生手段１６は、２次元に
配列される８×８個のデータを有し、３ビットの復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０に基づ
いて、Ｄｅ１，Ｄｅ０の両値に対応する補正データＤｃ１＝ｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）を出
力する。
【００５２】
データ変換手段１２，１４による量子化ビット数の変換方法は、線形量子化、または所定
の階調値の量子化密度を変化させる非線形量子化のいずれを用いてもよい。
【００５３】
図２１は、復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０を非線形量子化によりビット数変換した場合
のルックアップテーブル１６の構成を模式的に示す図である。
【００５４】
以上に説明したように、復号化画像データＤｂ１、および／または復号化画像データＤｂ
０の量子化ビット数を削減することにより、ルックアップテーブル１３，１５，１６のデ
ータ量を削減し、補正データ生成器８の構成を簡素化することができる。
【００５５】
なお、上述の説明では、データ変換手段１２，１４において、量子化ビット数を８ビット
から３ビットに変換する場合について示したが、これに限るのもではなく、補間処理等に
より、実質的に補正データを生成することが可能なビット数であれば、任意のビット数と
してよい。
【００５６】
実施の形態３．
図２３は、本実施の形態３による補正データ生成器８の第１の構成を示す図である。デー
タ変換手段１７は、復号化画像データＤｂ１を線形量子化し、量子化ビット数を、例えば
８ビットから３ビットに変換し、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１を出力する
。同時に、データ変換手段１７は、後述する補間係数ｋ１を算出する。ルックアップテー
ブル１８は、ビット数変換された３ビットの復号化画像データＤｅ１、および８ビットの
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復号化画像データＤｂ０に基づいて、２つの補正データＤｆ１，Ｄｆ２を出力する。補正
データ補間手段１９は、２つの補正データＤｆ１，Ｄｆ２、および補間係数ｋ１に基づい
て補正データＤｃ１を生成する。
【００５７】
図２２は、図２３に示す補正データ生成器８を有する本実施の形態による液晶駆動回路の
動作を示すフローチャートである。符号化画像データ変換工程（Ｓｔ６）においては、デ
ータ変換手段１７により復号化画像データＤｂ１の量子化ビット数を削減するビット数変
換が行われるとともに補間係数ｋ１が出力される。補正データ発生工程（Ｓｔ４）におい
ては、ルックアップテーブル１８によりビット数変換された復号化画像データＤｅ１、お
よび復号化画像データＤｂ０に基づいて２つの補正データＤｆ１，Ｄｆ２が出力される。
補正データ補間工程（Ｓｔ７）においては、補正データ補間手段１９により２つの補正デ
ータＤｆ１，Ｄｆ２、および補間係数ｋ１に基づいて補正データＤｃ１が生成される。他
の各工程における動作は実施の形態１において説明したのと同様である。
【００５８】
図２４は、ルックアップテーブル１８の構成を模式的に示す図である。ここで、ビット数
変換された復号化画像データＤｅ１は３ビット（８階調）のデータであり０～７の値をと
る。図２４に示すように、ルックアップテーブル１８は、２次元に配列される２５６×９
個のデータを有し、３ビットの復号化画像データＤｅ１、および８ビットの復号化画像デ
ータＤｂ０の両値に対応する補正データｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｂ０）を補正値Ｄｆ１として出
力し、補正値Ｄｆ１に隣接する補正データｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｂ０）を補正値Ｄｆ２と
して出力する。
【００５９】
補正データ補間手段１９は、補正データＤｆ１，Ｄｆ２、および補間係数ｋ１を用い、以
下の式（１）により補正データＤｃ１を算出する。
Ｄｃ１＝（１－ｋ１）×Ｄｆ１＋ｋ１×Ｄｆ２　　　（１）
【００６０】
図２５は、上記式（１）により表される補正データＤｃ１の算出方法について説明するた
めの説明図である。図２５において、ｓ１，ｓ２は、データ変換手段１７により復号化画
像データＤｂ１のビット数を変換する際に用いられる閾値である。ｓ１は、ビット数変換
された復号化画像データＤｅ１に対応する閾値であり、ｓ２は、ビット数変換された復号
化画像データＤｅ１よりも１階調分大きい復号化画像データＤｅ１＋１に対応する閾値で
ある。
【００６１】
このとき補間係数ｋ１は、以下の式（２）により算出される。
ｋ１＝（Ｄｂ１－ｓ１）／（ｓ２－ｓ１）　　　（２）
ただし、ｓ１＜Ｄｂ１≦ｓ２
【００６２】
補間演算により算出された補正データＤｃ１は、図２に示すように、補正データＤｃとし
て補正データ生成器８から補正手段９に出力される。補正手段９は、現画像データＤｉ１
を補正データＤｃに基づいて補正し、補正された画像データＤｊ１を表示手段１０に送る
。
【００６３】
上記のように、復号化画像データＤｂ１のビット数を変換する際に算出される補間係数ｋ
１を用いて復号化画像データ（Ｄｅ１，Ｄｂ０）、および（Ｄｅ＋１，Ｄｂ０）に対応す
る２つの補正データＤｆ１，Ｄｆ２の補間値を算出し、補正データＤｃ１を求めることに
より、復号化画像データＤｅ１の量子化誤差が補正データＤｃに与える影響を低減するこ
とができる。
【００６４】
図２６は、本実施の形態３による補正データ生成器８の第２の構成を示す図である。デー
タ変換手段２０は、復号化画像データＤｂ０を線形量子化し、量子化ビット数を、例えば
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８ビットから３ビットに変換し、ビット数変換された復号化画像データＤｅ０を出力する
。同時に、データ変換手段２０は、後述する補間係数ｋ０を算出する。ルックアップテー
ブル２１は、ビット数変換された３ビットの復号化画像データＤｅ０、および８ビットの
復号化画像データＤｂ１に基づいて、２つの補正データＤｆ３，Ｄｆ４を出力する。補正
データ補間手段２２は、２つの補正データＤｆ３，Ｄｆ４、および補間係数ｋ０に基づい
て補正データＤｃ１を生成する。
【００６５】
図２７は、ルックアップテーブル２１の構成を模式的に示す図である。ここで、ビット数
変換された復号化画像データＤｅ０は３ビット（８階調）のデータであり０～７の値をと
る。図２７に示すように、ルックアップテーブル２１は、２次元に配列される２５６×９
個のデータを有し、８ビットの復号化画像データＤｂ１、および３ビットの復号化画像デ
ータＤｅ０の両値に対応する補正データｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｅ０）を補正値Ｄｆ３として出
力し、補正値Ｄｆ３に隣接する補正データｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｅ０＋１）を補正値Ｄｆ４と
して出力する。
【００６６】
補正データ補間手段２２は、補正データＤｆ３，Ｄｆ４、および補間係数ｋ０を用い、以
下の式（３）により補正データＤｃ１を算出する。
Ｄｃ１＝（１－ｋ０）×Ｄｆ３＋ｋ０×Ｄｆ４　　　（３）
【００６７】
図２８は、上記式（３）により表される補正データＤｃ１の算出方法について説明するた
めの説明図である。図２８において、ｓ３，ｓ４は、データ変換手段２０により復号化画
像データＤｂ０の量子化ビット数を変換する際に用いられる閾値である。ｓ３は、ビット
数変換された復号化画像データＤｅ０に対応する閾値であり、ｓ４は、ビット数変換され
た復号化画像データＤｅ０よりも１階調分大きい復号化画像データＤｅ０＋１に対応する
閾値である。
【００６８】
このとき補間係数ｋ０は、以下の式（４）により算出される。
ｋ０＝（Ｄｂ０－ｓ３）／（ｓ４－ｓ３）　　　（４）
ただし、ｓ３＜Ｄｂ０≦ｓ４
【００６９】
上記式（３）に示す補間演算により算出された補正データＤｃ１は、補正データＤｃとし
て補正データ生成器８から補正手段９に出力される。補正手段９は、現画像データＤｉ１
を補正データＤｃに基づいて補正し、補正された画像データＤｊ１を表示手段１０に送る
。
【００７０】
上記のように、復号化画像データＤｂ０のビット数を変換する際に算出される補間係数ｋ
０を用いて復号化画像データ（Ｄｂ１，Ｄｅ０）、および（Ｄｂ１，Ｄｅ０＋１）に対応
する２つの補正データＤｆ３，Ｄｆ４の補間値を算出し、補正データＤｃ１を求めること
により、復号化画像データＤｅ０の量子化誤差が補正データＤｃに与える影響を低減する
ことができる。
【００７１】
図２９は、本実施の形態３による補正データ生成器８の第３の構成を示す図である。デー
タ変換手段１７，２０は、それぞれ、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０を線形量子化し、
量子化ビット数を、例えば８ビットから３ビットに変換した復号化画像データＤｅ１，Ｄ
ｅ０を出力する。同時に、データ変換手段１７，２０は、それぞれ、補間係数ｋ０，ｋ１
を算出する。ルックアップテーブル２３は、３ビットの復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０
に基づいて、補正値Ｄｆ１～Ｄｆ４を出力する。補正データ補間手段２４は、補正値Ｄｆ
１～Ｄｆ４、および補間係数ｋ０，ｋ１に基づいて補正データＤｃ１を生成する。
【００７２】
図３０は、ルックアップテーブル２３の構成を模式的に示す図である。ここで、ビット数
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変換された復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０は３ビット（８階調）のデータであり０～７
の値をとる。図３０に示すように、ルックアップテーブル２３は、２次元に配列される９
×９個のデータを有し、３ビットの復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０の両値に対応する補
正データｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）を補正値Ｄｆ１として出力し、補正値Ｄｆ１に隣接する
３つの補正データｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０），ｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０＋１），ｄｔ（Ｄ
ｅ１＋１，Ｄｅ０＋１）を、それぞれ補正値Ｄｆ２，Ｄｆ３，Ｄｆ４として出力する。
【００７３】
補正データ補間手段２４は、補正値Ｄｆ１～Ｄｆ４、および補間係数ｋ１，ｋ０を用い、
以下の式（５）により補正データＤｃ１を算出する。
　
　
　
【００７４】
図３１は、上記式（５）により表される補正データＤｃ１の算出方法について説明するた
めの説明図である。図３１においてｓ１，ｓ２は、データ変換手段１７により復号化画像
データＤｂ１の量子化ビット数を変換する際に用いられる閾値であり、ｓ３，ｓ４は、デ
ータ変換手段２０により復号化画像データＤｂ０の量子化ビット数を変換する際に用いら
れる閾値である。ｓ１は、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１に対応する閾値で
あり、ｓ２は、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１よりも１階調分大きい復号化
画像データＤｅ１＋１に対応する閾値である。また、ｓ３は、ビット数変換された復号化
画像データＤｅ０に対応する閾値であり、ｓ４は、ビット数変換された復号化画像データ
Ｄｅ０よりも１階調分大きい復号化画像データＤｅ０＋１に対応する閾値である。
【００７５】
このとき補間係数ｋ１，ｋ０は、それぞれ以下の式（６）（７）により算出される。
ｋ１＝（Ｄｂ１－ｓ１）／（ｓ２－ｓ１）　　　（６）
ただし、ｓ１＜Ｄｂ１≦ｓ２
ｋ０＝（Ｄｂ０－ｓ３）／（ｓ４－ｓ３）　　　（７）
ただし、ｓ３＜Ｄｂ０≦ｓ４
【００７６】
上記式（５）に示す補間演算により算出された補正データＤｃ１は、図２に示すように、
補正データＤｃとして補正データ生成器８から補正手段９に出力される。補正手段９は、
現画像データＤｉ１を補正データＤｃに基づいて補正し、補正された画像データＤｊ１を
表示手段１０に出力する。
【００７７】
上記のように、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１のビット数を変換する際に算出される補
間係数ｋ０，ｋ１を用いて復号化画像データ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）、（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０
）、（Ｄｅ１，Ｄｅ０＋１）、および（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０＋１）に対応する４つの補正
データＤｆ１，Ｄｆ２，Ｄｆ３，Ｄｆ４の補間値を算出し、補正データＤｃ１を求めるこ
とにより、復号化画像データＤｅ０，Ｄｅ１の量子化誤差が補正データＤｃに与える影響
を低減することができる。
【００７８】
尚、補正データ補間手段１９，２２，２４は、線形補間以外に、高次の関数を用いた補間
演算を用いて補正データＤｃ１を算出するよう構成してもよい。
【００７９】
実施の形態４．
図３３は、本実施の形態４による液晶駆動回路の構成を示す図である。本実施の形態にお
ける画像データ処理部２５は、データ変換手段、遅延手段５、補正データ生成器８、およ
び補正手段９により構成される。データ変換手段２６は、現画像データＤｉ１の量子化ビ
ット数を、例えば８ビットから３ビットに変換することによりデータ容量を削減する。量
子化ビット数の変換は、線形量子化、あるいは非線形量子化のいずれを用いてもよい。デ
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ータ変換手段２６によりビット数変換された画像データＤａ１は、遅延手段５、および補
正データ生成器８に出力される。遅延手段５は、ビット数変換された画像データＤａ１を
１フレームに相当する期間遅延することにより、現画像の１フレーム前の画像に対応する
画像データＤａ０を出力する。
【００８０】
補正データ生成器８は、画像データＤａ１、および１フレーム前の画像データＤａ０に基
づいて、補正データＤｃを出力する。補正手段５は、補正データＤｃに基づいて現画像デ
ータＤｉ１を補正し、補正された画像データＤｊ１を表示手段１０に出力する。
【００８１】
ここで、データ変換手段２６によりビット数変換される画像データＤａ０の量子化ビット
数は、３ビット以外としてもよく、任意に設定することができる。画像データＤａ０の量
子化ビット数を少なく設定するほど、遅延手段５において画像データＤａ１を１フレーム
期間遅延させるために必要なメモリの容量が少なくなる。尚、量子化ビット数の変換には
、線形量子化、または非線形量子化のいずれを用いてもよい。
【００８２】
尚、補正データ生成器８は、画像データＤａ１，Ｄａ０のビット数に対応する補正データ
を保持する。
【００８３】
図３２は、本実施の形態による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。画像デ
ータ変換工程（Ｓｔ８）においては、データ変換手段２６により現画像データＤｉ１の量
子化ビット数を削減するビット数変換が行われ、現画像データＤｉ１に対応する新たな画
像データＤａ１が出力される。次の画像データ遅延工程（Ｓｔ２）においては、遅延手段
５により画像データＤａ１が１フレームに相当する期間遅延される。補正データ発生工程
（Ｓｔ４）においては、補正データ生成器８により画像データＤａ１，Ｄａ０に基づいて
補正データＤｃが出力される。画像データ補正工程（Ｓｔ５）においては、補正手段９に
より、補正データＤｃに基づいて画像データＤｊ１が生成される。
【００８４】
以上のように、本実施の形態４は、現画像データＤｉ１の量子化ビット数を変換すること
によりデータ容量を圧縮するので、復号化手段を省略するとともに、補正データ生成器８
の構成を簡素化し、回路規模を縮小することができる。
【００８５】
実施の形態５．
図３５は、実施の形態５による液晶駆動回路の構成を示す図である。本実施の形態による
画像データ処理部２７において、補正データ生成器２８は、現画像データＤｉ１と、復号
化画像データＤｂ１との誤差を検出し、検出された誤差に基づいて補正データＤｃの補正
量を制限する。他の動作は、実施の形態１の動作と同様である。
【００８６】
図３６は、本実施の形態による補正データ生成器２８の第１の構成を示す図である。ルッ
クアップテーブル１１は、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１に基づいて補正データＤｃ１
を出力する。誤差判定手段２９は現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１とを比
較することにより、符号化手段４、および復号化手段６における符号化・復号化処理によ
って復号化画像データＤｂ１に生じた誤差を検出する。誤差判定手段２９は、現画像デー
タＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との差が所定値を越えた場合、補正データＤｃ１の
補正量を制限するための補正量制限信号ｊ１を制限手段３０に出力する。
【００８７】
制限手段３０は、誤差判定手段２９からの補正量制限信号ｊ１に基づいて、補正データＤ
ｃ１の補正量を制限し、新たな補正データＤｃ２を出力する。制限手段３０により出力さ
れた補正データＤｃ２は、図３５に示すように、補正データＤｃとして出力される。補正
手段９は、補正データＤｃに基づいて現画像データＤｉ１を補正する。
【００８８】
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図３４は、図３５に示す本実施の形態による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートで
ある。Ｓｔ１からＳｔ４までの工程により、実施の形態１と同様の動作により補正データ
Ｄｃ１が生成される。続く誤差判定工程（Ｓｔ９）においては、誤差判定手段２９により
現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との誤差が画素毎に検出される。補正デ
ータ制限工程（Ｓｔ１０）においては、誤差判定手段２９により検出される誤差が所定値
を越えた場合に、制限手段３０により補正データＤｃ１の値が制限され、新たな補正デー
タＤｃ２が出力される。画像データ補正工程（Ｓｔ５）においては、補正手段９により補
正データＤｃ２に基づいて画像データＤｊ１が補正される。
【００８９】
以上に述べたように、現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との誤差が大きい
場合、補正データＤｃの値が少なくなるように制御することで、液晶の応答速度を正確に
制御し、不要な補正による表示画像の劣化を防ぐことができる。
【００９０】
図３７は、図３５に示す補正データ生成器２８の他の構成を示す図である。図３７に示す
ように、復号化画像データＤｂ１のビット数を変換するデータ変換手段１２を設け、ビッ
ト数変換された復号化画像データＤｅ１に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成
してもよい。
【００９１】
補正データ生成器２８は、図３８に示すように、復号化画像データＤｂ０のビット数を変
換するデータ変換手段１４を設け、ビット数変換された復号化画像データＤｅ０に基づい
て補正データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【００９２】
また、補正データ生成器２８は、図３９に示すように、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０
のビット数を変換するデータ変換手段１２，１４を設け、ビット数変換された復号化画像
データＤｅ１，Ｄｅ０に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【００９３】
ここで、データ変換手段１２，１４、およびルックアップテーブル１３，１５，１６の各
構成の動作については、実施の形態２において説明したのと同様である。図３７～３９に
示す構成によれば、ルックアップテーブル１３，１５，１６のデータ容量を削減し、回路
規模を縮小することが可能である。
【００９４】
図４０は、本実施の形態による補正データ生成器２８の第２の構成を示す図である。誤差
判定手段３１は、現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との差分を画素毎に検
出し、検出された差分を補正信号ｊ２として出力する。データ補正手段３２は、誤差判定
手段３１により出力される補正信号ｊ２に基づいて、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１の
それぞれを画素毎に補正し、補正された復号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０をルックアップ
テーブル１１に出力する。
【００９５】
ここで、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１と、補正信号ｊ２により補正された復号化画像
データＤｇ０，Ｄｇ１との関係は、以下の式（８）～（１０）により表される。
Ｄｇ１＝Ｄｂ１＋ｊ２　　　（８）
Ｄｇ０＝Ｄｂ０＋ｊ２　　　（９）
ｊ２＝Ｄｉ１－Ｄｂ１　　　（１０）
【００９６】
上記式（８）、（９）に示すように、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０のそれぞれに、補
正信号ｊ２（＝Ｄｉ１－Ｄｂ１）を加算することにより、符号化・復号化処理に伴い復号
化画像データＤｂ１，Ｄｂ０に生じた誤差成分ｊ２を打消すことができる。
【００９７】
ルックアップテーブル１１は、補正された復号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０に基づいて、
補正データＤｃ１を出力する。補正データ生成器２８は、図３５に示すように、ルックア
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ップテーブル１１により出力された補正データＤｃ１を補正データＤｃとして補正手段９
に出力する。
【００９８】
以上のように、現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との差分ｊ２を復号化画
像データＤｂ１，Ｄｂ０のそれぞれに加算することにより、符号化・復号化処理によって
復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０に生じた誤差を補正することができる。これにより、液
晶の応答速度を正確に制御し、不要な補正に起因する表示画像の劣化を防ぐことができる
。
【００９９】
なお、補正された復号化画像データＤｇ１は、以下の式（１１）に示すように、復号化画
像データＤｉと等しい。
Ｄｇ１＝Ｄｂ１＋Ｄｉ１－Ｄｂ１＝Ｄｉ１　　　（１１）
従って、図４１に示すように、補正された復号化画像データＤｇ１の代わりに現画像デー
タＤｉ１をルックアップテーブル１１に入力する構成としてもよい。
【０１００】
図４２は、図４０に示す補正データ生成器２８の他の構成を示す図である。図４２に示す
ように、データ補正手段３２により出力される復号化画像データＤｇ１のビット数を削減
するデータ変換手段１２を設けることにより、ビット数変換された復号化画像データＤｅ
１に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【０１０１】
補正データ生成器２８は、図４３に示すように、データ補正手段３２により出力される復
号化画像データＤｇ０のビット数を削減するデータ変換手段１４を設けることにより、ビ
ット数変換された復号化画像データＤｅ０に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構
成してもよい。
【０１０２】
また、補正データ生成器２８は、図４４に示すように、データ補正手段３２により出力さ
れる復号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０のビット数を削減するデータ変換手段１２，１４を
設けることにより、ビット数変換された復号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０に基づいて補正
データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【０１０３】
以上、図４２～４４に示す構成によれば、ルックアップテーブル１３，１５，１６のデー
タ容量を削減し、回路規模を縮小することが可能である。
【０１０４】
図４５は、本実施の形態による補正データ生成器２８の第３の構成を示す図である。誤差
判定手段２９は、現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との誤差が所定値を越
えた場合、補正データＤｃ１の補正量を制限するための補正量制限信号ｊ１を制限手段３
０に出力する。一方、誤差判定手段３１は、現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤ
ｂ１との差分を画素毎に検出し、検出された差分を補正信号ｊ２としてデータ補正手段３
２に出力する。
【０１０５】
データ補正手段３２は、誤差判定手段３１により出力される補正信号ｊ２に基づいて、復
号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１のそれぞれを画素毎に補正し、補正された復号化画像デー
タＤｇ１，Ｄｇ０をルックアップテーブル１１に出力する。ルックアップテーブル１１は
、補正された復号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０に基づいて補正データＤｃ１を出力し、制
限手段３０に送る。制限手段３０は、補正量制限信号ｊ１に基づいて、補正データＤｃ１
の補正量を制限し、新たな補正データＤｃ２を出力する。
【０１０６】
以上のように、現画像データＤｉ１と、復号化画像データＤｂ１との誤差に基づいて、復
号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０、および補正データＤｃ１を補正することにより、符号化
・復号化処理によって生じた復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０の誤差が大きい場合であっ
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ても、液晶の応答速度を正確に制御し、不要な補正による表示画像の劣化を防ぐことがで
きる。
【０１０７】
図４６は、図４５に示す補正データ生成器２８の他の構成を示す図である。図４６に示す
ように、データ補正手段３２により出力される復号化画像データＤｇ１のビット数を削減
するビット数変換手段１２を設けることにより、ビット数変換された復号化画像データＤ
ｅ１に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【０１０８】
補正データ生成器２８は、図４７に示すように、データ補正手段３２により出力される復
号化画像データＤｇ０の量子化ビット数を削減するデータ変換手段１４を設けることによ
り、ビット数変換された復号化画像データＤｅ０に基づいて補正データＤｃ１を出力する
よう構成してもよい。
【０１０９】
また、補正データ生成器２８は、図４８に示すように、データ補正手段３２により出力さ
れる復号化画像データＤｇ１，Ｄｇ０のそれぞれのビット数を削減するデータ変換手段１
２，１４を設けることにより、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０に基
づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【０１１０】
以上、図４６～４８に示す補正データ生成器２８の各構成によれば、ルックアップテーブ
ル１３，１５，１６のデータ容量を削減し、回路規模を縮小することが可能である。
【０１１１】
実施の形態６．
図４９は、本実施の形態６による液晶駆動回路の構成を示す図である。本実施の形態によ
る画像データ処理部３４は、符号化手段４、遅延手段５、復号化手段、補正データ生成器
３５、および補正手段９により構成される。符号化手段４は現画像データＤｉ１を符号化
し、符号化データＤａ１を出力する。遅延手段５は、符号化データＤａ１を１フレームに
相当する期間遅延し、遅延された符号化データＤａ０を出力する。ここで、遅延手段５に
より遅延された符号化データＤａ０は、符号化データＤａ１の１フレーム前の画像データ
に対応する。復号化手段７は、符号化データＤａ０を復号化し、復号化画像データＤｂ０
を出力する。補正データ生成器３５は、現画像データＤｉ１、および復号化画像データＤ
ｂ０に基づいて補正データＤｃを生成し、補正手段９に出力する。
【０１１２】
図４９に示すように、補正データ生成器３５により、現画像データＤｉ１、および復号化
画像データＤｂ０に基づいて補正データＤｃを生成するよう構成することにより、現画像
データＤｉ１に対応する符号化データＤａ１を復号化するための復号化手段６を省略し、
回路規模を縮小することができる。
【０１１３】
実施の形態７．
図５１は、本実施の形態７による液晶駆動回路の構成を示す図である。本実施の形態によ
る画像データ処理部３６は、符号化手段４、遅延手段５、復号化手段７、および補正デー
タ生成器３７、および補正手段９により構成される。符号化手段４は現画像データＤｉ１
を符号化し、符号化データＤａ１を遅延手段５、および補正データ生成器３７に出力する
。遅延手段５は、符号化データＤａ１を１フレームに相当する期間遅延し、遅延された符
号化データＤａ０を復号化手段７、および補正データ生成器３７に出力する。ここで、遅
延手段５により遅延された符号化データＤａ０は、符号化データＤａ１の１フレーム前の
画像データに対応する。復号化手段７は、符号化データＤａ０を復号化し、復号化画像デ
ータＤｂ０を補正データ生成器３７に出力する。
【０１１４】
補正データ生成器３７は、現画像データＤｉ１、復号化画像データＤｂ０、符号化データ
Ｄａ１、および遅延手段５により出力される符号化データＤａ０に基づいて補正データＤ
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ｃを生成する。以下、補正データ生成器３７の動作について詳細に説明する。
【０１１５】
図５２は、補正データ生成器３７の第１の構成を示す図である。ルックアップテーブル１
１は、現画像データＤｉ１、および復号化画像データＤｂ０に基づいて補正データＤｃ１
を出力する。比較手段３８は、符号化データＤａ０，Ｄａ１を比較し、両符号化データが
同じ場合は補正を行う必要がないので、補正データＤｃ１の値を０とする補正量制限信号
ｊ３を制限手段３９に出力する。
【０１１６】
制限手段３９は、補正量制限信号ｊ３に基づいて、符号化データＤａ０，Ｄａ１が同じ場
合、補正データＤｃ１の値を０とし、新たな補正データＤｃ２として出力する。制限手段
３９により出力される補正データＤｃ２は、図５１に示すように、補正データＤｃとして
補正手段９に出力される。補正手段９は、現画像データＤｉ１を補正データＤｃに基づい
て補正し、補正された画像データＤｊ１を表示部１０に出力する。
【０１１７】
図５０は、図５１に示す本実施の形態による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートで
ある。実施の形態１と同様のＳｔ１からＳｔ４までの工程により、補正データＤｃ１が生
成される。続く比較工程（Ｓｔ１１）においては、比較手段３８により符号化画像データ
Ｄａ１，Ｄａ０が比較され、両者が同じデータである場合は補正量制限信号ｊ３が出力さ
れる。補正データ制限工程（Ｓｔ１２）においては、補正量制限信号ｊ３に基づいて、制
限手段３９により補正データＤｃ２が出力される。画像データ補正工程（Ｓｔ５）におい
ては、制限手段３９により出力される補正データＤｃ２に基づいて現画像データＤｉ１が
補正される。
【０１１８】
以上に述べたように、本実施の形態による液晶駆動回路は、現画像データＤｉ１、および
復号化画像データＤｂ０に基づいて補正データＤｃを生成する際、符号化データＤａ０，
Ｄａ１が同じ場合は補正データＤｃ１の値を０とすることにより液晶の応答速度を正確に
制御し、不要な補正による表示画像の劣化を防ぐことができる。
【０１１９】
図５３は、図５２に示す補正データ生成器３７の他の構成を示す図である。図５３に示す
ように、復号化画像データＤｂ１のビット数を削減するデータ変換手段１２を設けること
により、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１に基づいて補正データＤｃ１を出力
するよう構成してもよい。
【０１２０】
補正データ生成器３７は、図５４に示すように、復号化画像データＤｂ０のビット数を削
減するデータ変換手段１４を設けることにより、ビット数変換された復号化画像データＤ
ｅ０に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成してもよい。
【０１２１】
また、補正データ生成器３７は、図５５に示すように、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０
のビット数を削減するデータ変換手段１２，１４を設けることにより、ビット数変換され
た復号化画像データＤｅ１，Ｄｅ０に基づいて補正データＤｃ１を出力するよう構成して
もよい。
【０１２２】
図５６は、補正データ生成器３７の第２の構成を示す図である。データ変換手段１７は、
復号化画像データＤｂ１の量子化ビット数を削減するとともに、補間係数ｋ１を算出し、
算出された補間係数ｋ１を補正データ補間手段１９に送る。補正データ発生手段１８は、
ビット数変換された復号化画像データＤｅ１、および復号化画像データＤｂ０に基づいて
、２つの補正データＤｆ１，Ｄｆ２を出力し、補正データ補間手段１９に送る。補正デー
タ補間手段１９は、補正データＤｆ１，Ｄｆ２、および補間係数ｋ１に基づいて補正デー
タＤｃ１を算出し、制限手段３９に出力する。制限手段３９は、比較手段３８により出力
される補正量制限信号ｊ３に基づいて補正データＤｃ１の補正量を制限し、新たな補正デ
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ータＤｃ２を出力する。
【０１２３】
尚、図５６に示すデータ変換手段１７、ルックアップテーブル１８、および補正データ補
間手段１９の各動作は、実施の形態３において説明したのと同様である。
【０１２４】
図５７は、補正データ生成器３７の第３の構成を示す図である。データ変換手段２０は、
復号化画像データＤｂ０の量子化ビット数を削減するビット数変換処理を行うとともに、
補間係数ｋ０を算出し、算出された補正データｋ０を補正データ補間手段２２に送る。ル
ックアップテーブル２１は、ビット数変換された復号化画像データＤｅ０、および復号化
画像データＤｂ１に基づいて、２つの補正データＤｆ３，Ｄｆ４を出力し、補正データ補
間手段２２に送る。補正データ補間手段２２は、補正値Ｄｆ３，Ｄｆ４、および補間係数
ｋ０に基づいて補正データＤｃ１を算出し、制限手段３９に出力する。制限手段３９は、
比較手段３８により出力される補正量制限信号ｊ３に基づいて補正データＤｃ１の補正量
を制限し、新たな補正データＤｃ２を出力する。
【０１２５】
尚、図５７に示すデータ変換手段２０、ルックアップテーブル２１、および補正データ補
間手段２２の各動作は、実施の形態３において説明したのと同様である。
【０１２６】
図５８は、補正データ生成器３７の第４の構成を示す図である。データ変換手段１７，２
０は、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０のそれぞれの量子化ビット数を削減するとともに
、補間係数ｋ１，ｋ０を算出し、算出された補正データｋ１，ｋ０を補正データ補間手段
２４に送る。補正データ発生手段２３は、ビット数変換された復号化画像データＤｅ１，
Ｄｅ０に基づいて、４つの補正データＤｆ１，Ｄｆ２，Ｄｆ３、およびＤｆ４を出力し、
補正データ補間手段２４に送る。補正データ補間手段２４は、補正データＤｆ１～Ｄｆ４
、および補間係数ｋ１，ｋ０に基づいて補間演算を行い、補正データＤｃ１を算出し、制
限手段３９に出力する。制限手段３９は、比較手段３８により出力される補正量制限信号
ｊ３に基づいて補正データＤｃ１の補正量を制限し、新たな補正データＤｃ２を出力する
。
【０１２７】
尚、図５８に示すデータ変換手段１７，２０、ルックアップテーブル２３、および補正デ
ータ補間手段２４の各動作は、実施の形態３において説明したのと同様である。
【０１２８】
実施の形態８．
図６０は、本実施の形態８による液晶駆動回路の構成を示す図である。本実施の形態にお
ける画像データ処理部４０は、周波数帯域制限手段４１を含む。周波数帯域制限手段４１
は、現画像データＤｉ１の所定の周波数成分を制限した画像データＤｈ１を出力する。周
波数帯域制限手段４１は、例えば、高周波成分を制限する低域通過フィルタにより構成さ
れる。符号化手段４は、周波数帯域制限手段４１により帯域制限された画像データＤｈ１
を符号化し、符号化データＤａ１を出力する。遅延手段５は符号化データＤａ１を１フレ
ームに相当する期間遅延し、符号化データＤａ０を出力する。同時に、復号化手段６は符
号化データＤａ１を復号化し、復号化画像データＤｂ１を出力する。また、復号化手段７
は符号化データＤａ０を復号化し、復号化画像データＤｂ０を出力する。補正データ生成
器８は画像データＤｂ１、Ｄｂ０に基づいて補正データＤｃを発生する。ここで、符号化
手段４の後段の動作については、実施の形態１と同様である。
【０１２９】
図５９は、図６０に示す本実施の形態による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートで
ある。最初の工程である周波数帯域制限工程（Ｓｔ１３）においては、周波数帯域制限手
段４１により現画像データＤｉ１の所定の周波数成分を制限した画像データＤｈ１が出力
される。次の画像符号化工程（Ｓｔ１）においては、帯域制限された画像データＤｈ１の
符号化が行われる。以降のＳｔ２～Ｓｔ３の各工程における動作については実施の形態１
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と同様である。
【０１３０】
以上において述べたように、不要な周波数成分を制限してから符号化を行うことにより、
現画像データＤｉ１の符号化誤差を抑制することが可能である。これにより、液晶の応答
速度を正確に制御することが可能となる。
【０１３１】
なお、周波数帯域制限手段４１は、所定の高周波成分、および低周波成分を制限するバン
ドパスフィルターにより構成しても同様の効果が得られる。
【０１３２】
実施の形態９．
図６２は、本実施の形態９による液晶駆動回路の構成を示す図である。ノイズ除去手段４
３は、現画像データＤｉ１のノイズ成分を除去し、ノイズ成分を除去した画像データＤｋ
１を出力する。ここで、ノイズ成分とは、レベル変化の少ない高周波成分である。符号化
手段４は、ノイズ除去手段４３により出力される画像データＤｋ１を符号化し、符号化デ
ータＤａ１を出力する。符号化手段４の後段の動作については、実施の形態１と同様であ
る。
【０１３３】
図６１は、図６２に示す本実施の形態による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートで
ある。最初の工程であるノイズ除去工程（Ｓｔ１４）においては、ノイズ除去手段４３に
より現画像データＤｉ１のノイズ成分を除去した画像データＤｋ１が出力される。２番目
の工程である画像データ符号化工程（Ｓｔ１）においては、画像データＤｋ１の符号化が
行われる。以降のＳｔ２～Ｓｔ５の各工程における動作については実施の形態１と同様で
ある。
【０１３４】
以上において述べたように、ノイズ成分を除去してから符号化を行うことにより、現画像
データＤｉ１の符号化誤差を抑制することが可能である。これにより、液晶の応答速度を
正確に制御することが可能となる。
【０１３５】
実施の形態１０．
図６４は、本実施の形態１０による液晶駆動回路の構成を示す図である。本実施の形態に
おける画像データ処理部４４は、色空間変換手段４５，４６，４７を含む。色空間変換手
段４５は、現画像データＤｉ１を輝度信号および色信号からなるＹ－Ｃ信号に変換し、Ｙ
－Ｃ信号の現画像データＤｍ１を出力する。符号化手段４は現画像データＤｍ１を符号化
し、現画像データＤｍ１に対応する符号化データＤａ１を出力する。遅延手段５は、符号
化データＤａ１を１フレームに相当する期間遅延することにより、現画像の１フレーム前
の画像に対応する符号化データＤａ０を出力する。復号化手段６，７は、符号化データＤ
ａ１，Ｄａ０を復号化することにより、現画像に対応する復号化画像データＤｎ１、およ
び現画像の１フレーム前の画像に対応する符号化データＤｎ０をそれぞれ出力する。
【０１３６】
色空間変換手段４６，４７は、輝度信号および色信号からなるＹ－Ｃ信号の復号化画像デ
ータＤｂ１，Ｄｂ０をＲ，Ｇ，Ｂのデジタル信号に変換し、Ｒ，Ｇ，Ｂの画像データＤｎ
１，Ｄｎ０を出力する。補正データ生成器８は、画像データＤｎ１，Ｄｎ０に基づいて補
正データＤｃを出力する。
【０１３７】
図６３は、図６４に示す本実施の形態による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートで
ある。最初の工程である第一の色空間変換工程（Ｓｔ１５）においては、色空間変換手段
４５により現画像データＤｉ１を輝度信号および色信号からなるＹ－Ｃ信号に変換した画
像データＤｍ１が出力される。次の画像データ符号化工程（Ｓｔ１）においては、符号化
手段４により画像データＤｍ１を符号化した符号化データＤａ１が出力される。符号化デ
ータ遅延工程（Ｓｔ２）においては、遅延手段５により符号化データＤａ１の１フレーム
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前の符号化データＤａ０が出力される。次の画像データ符号化工程（Ｓｔ３）においては
、復号化手段６，７により符号化データＤａ１、および１フレーム前の符号化データＤａ
０を復号化した復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０が出力される。第二の色空間変換工程（
Ｓｔ１６）においては、色空間変換手段４６，４７により復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ
０を輝度信号および色信号からなるＹ－Ｃ信号からＲ，Ｇ，Ｂのデジタル信号に変換した
画像データＤｎ１，Ｄｎ０が出力される。次の補正データ発生工程（Ｓｔ１４）において
は、画像データＤｎ１，Ｄｎ０に基づいて補正データＤｃが生成される。
【０１３８】
以上において述べたように、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号を輝度信号および色信号からなるＹ－Ｃ信号
の画像データＤｍ１に変換してから符号化を行うことにより、符号化率（データ圧縮率）
を高めることができる。これにより、符号化データＤａ１を遅延させるのに必要な遅延手
段５のメモリの容量を削減することが可能となる。
【０１３９】
また、輝度信号と色信号とで圧縮率を変えるように構成することも可能である。このとき
、輝度信号については情報が損なわれないよう圧縮率を低くし、色信号については圧縮率
を高くすることにより、符号化データＤａ１の容量を削減するとともに補正データの生成
に必要な情報を維持することができる。
【０１４０】
図６５は、本実施の形態による液晶駆動回路の他の構成を示す図である。図６５は、受信
手段２により、画像信号が輝度信号および色信号からなるＹ－Ｃ信号として受信される場
合の構成を示している。色空間変換手段４９は、Ｙ－Ｃ信号の現画像データＤｉ１を、Ｒ
，Ｇ，Ｂのデジタル信号に変換した画像データＤｎ２を出力する。色空間手段４６，４７
は、復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０をＲ，Ｇ，Ｂのデジタル信号に変換した復号化画像
データＤｎ１，Ｄｎ０を出力する。
【０１４１】
実施の形態１１．
図６６は、本実施の形態１１による液晶駆動回路の第１の構成を示す図である。図６６に
示すように、本実施の形態による画像データ処理部５０において、符号化手段４は、補正
手段９により出力される画像データＤｊ１を符号化した符号化データＤａ１を出力する。
遅延手段５は、符号化データＤａ１を１フレームに相当する期間遅延した符号化データＤ
ａ０を出力する。復号化手段６，７は、符号化データＤａ１，Ｄａ０をそれぞれ復号化し
た復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０を出力する。ここで、復号化画像データＤｂ１は、補
正手段９により出力される画像データＤｊ１に対応し、復号化画像データＤｂ０は、画像
データＤｊ１の１フレーム前に出力される画像データに対応する。補正データ生成器８は
、復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１に基づいて補正データＤｃを出力する。補正手段９は
、実施の形態１と同様の動作により補正データＤｃに基づいて画像データＤｉ１の階調値
を補正することにより、現画像データＤｉ１に対応する新たな画像データＤｊ１を生成し
、表示手段１０、および符号化手段４に出力する。
【０１４２】
図６７は、表示手段１０における液晶の応答特性を示す図である。図６７において（ａ）
は補正前の現画像データＤｉ１、（ｂ）は補正された画像データＤｊ１の値を示し、（ｃ
）は画像データＤｊ１に基づく電圧を印加したときの液晶の応答特性を示している。図６
７（ｂ）に示すように現画像の階調値が１フレーム前に比して増加する場合、補正データ
Ｄｃに基づく補正値Ｖ１を現画像データＤｉ１に加算・減算することにより、現画像に対
応する新たな画像を表す画像データＤｊ１が生成される。表示手段１０において、画像デ
ータＤｊ１に基づく電圧を液晶に印加することにより図６７（ｃ）に示すように、略１フ
レーム期間内に所定の透過率となるよう液晶を駆動することができる。図６７（ｂ）に示
すように、現画像の階調値が１フレーム前に比して増加する場合、補正された画像データ
Ｄｊ１の階調値は、現画像データＤｉ１に対してＶ１だけ増加し、次のフレームでは、現
画像データＤｉ１に対してＶ３だけ減少する。また、１フレーム前とで階調値が減少する
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場合、補正された画像データＤｊ１の階調値は、現画像データＤｉ１に対してＶ２だけ減
少し、次のフレームでは、現画像データＤｉ１に対してＶ４だけ増加する。これにより、
図６７（ｃ）に示すように、表示階調の変化速度を向上させるとともに、階調の変化を強
調することができる。
【０１４３】
図６８は、本実施の形態による液晶駆動回路の第２の構成を示す図である。図６８に示す
ように、符号化手段４の代わりにデータ変換手段２６を設け、補正手段９により出力され
る画像データＤｊ１の量子化ビット数を、例えば８ビットから３ビットに変換することに
よりデータ容量を圧縮してもよい。
【０１４４】
図６９は、本実施の形態による液晶駆動回路の第３の構成を示す図である。図６９に示す
ように、補正データ生成器２８において、補正手段９により出力される画像データＤｊ１
と、復号化画像データＤｂ１との誤差を検出し、検出された誤差に基づいて補正データＤ
ｃの補正量を制限するよう構成してもよい。
【０１４５】
図７０は、本実施の形態１１による液晶駆動回路の第４の構成を示す図である。図７０に
示すように、補正手段９により出力される画像データＤｊ１、および復号化画像データＤ
ｂ０に基づいて補正データＤｃを生成するよう構成してもよい。
【０１４６】
図７１は、本実施の形態による液晶駆動回路の第５の構成を示す図である。図７１に示す
ように、符号化データＤａ１と、遅延手段５により遅延された符号化データＤａ０とを比
較し、両者が同じ場合は補正データＤｃの補正量を制限するように構成してもよい。
【０１４７】
【発明の効果】
本発明に係る液晶駆動用画像処理回路、および画像処理方法によれば、現フレームの画像
データを符号化した符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延して復号化するこ
とにより、現フレームの補正に必要とされる１フレーム前の画像データを得るので、遅延
手段のメモリ容量を削減することができる。
また、前記符号化画像データを復号化した第１の復号化画像データと、前記符号化画像デ
ータを１フレームに相当する期間遅延して復号化することにより得られる第２の復号化画
像データに基づいて現フレームの画像データを補正するので、符号化による誤差を相殺し
、動画像が入力された場合は表示手段の応答を改善し、静止画像が入力された場合は符号
化による誤差に伴う不要な補正を生じることなく、表示手段において正確に静止画像を表
示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図２】実施の形態１による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図３】実施の形態１による補正データ発生器の構成を示す図である。
【図４】実施の形態１による補正データ発生手段の構成を示す模式図である。
【図５】液晶の応答速度の一例を示す図である。
【図６】液晶の応答速度の一例を示す図である。
【図７】補正データの一例を示す図である。
【図８】液晶の応答速度の一例を示す図である。
【図９】補正データの一例を示す図である。
【図１０】実施の形態１による液晶駆動回路の動作について説明するための説明図である
。
【図１１】符号化・復号化の誤差が現画像データに与える影響について説明するための説
明図である。
【図１２】実施の形態２による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図１３】実施の形態２による補正データ発生器の第１の構成を示す図である。
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【図１４】図１２に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図１５】図１２に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図１６】実施の形態２による補正データ発生器の第２の構成を示す図である。
【図１７】図１５に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図１８】図１５に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図１９】実施の形態２による補正データ発生器の第３の構成を示す図である。
【図２０】図１８に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図２１】図１８に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図２２】実施の形態３による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図２３】実施の形態３による補正データ発生器の第１の構成を示す図である。
【図２４】図２２に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図２５】補正データの算出方法について説明するための説明図である。
【図２６】実施の形態３による補正データ発生器の第２の構成を示す図である。
【図２７】図２５に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図２８】補正データの算出方法について説明するための説明図である。
【図２９】実施の形態３による補正データ発生器の第３の構成を示す図である。
【図３０】図２８に示すルックアップテーブルの構成を模式的に示す図である。
【図３１】補正データの算出方法について説明するための説明図である。
【図３２】実施の形態４による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図３３】実施の形態４による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図３４】実施の形態５による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図３５】実施の形態５による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図３６】実施の形態５による補正データ発生器の第１の構成を示す図である。
【図３７】図３５に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図３８】図３５に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図３９】図３５に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４０】実施の形態５による補正データ発生器の第２の構成を示す図である。
【図４１】図３９に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４２】図３９に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４３】図３９に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４４】図３９に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４５】実施の形態５による補正データ発生器の第３の構成を示す図である。
【図４６】図４４に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４７】図４４に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４８】図４４に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図４９】実施の形態６による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図５０】実施の形態７による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図５１】実施の形態７による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図５２】実施の形態７による補正データ発生器の第１の構成を示す図である。
【図５３】図５１に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図５４】図５１に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図５５】図５１に示す補正データ発生器の他の構成を示す図である。
【図５６】実施の形態７による補正データ発生器の第２の構成を示す図である。
【図５７】実施の形態７による補正データ発生器の第３の構成を示す図である。
【図５８】実施の形態７による補正データ発生器の第４の構成を示す図である。
【図５９】実施の形態８による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図６０】実施の形態８による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図６１】実施の形態９による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
【図６２】実施の形態９による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図６３】実施の形態１０による液晶駆動回路の動作を示すフローチャートである。
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【図６４】実施の形態１０による液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図６５】実施の形態１０による液晶駆動回路の他の構成を示す図である。
【図６６】実施の形態１１による液晶駆動回路の第１の構成を示す図である。
【図６７】実施の形態１１による液晶駆動回路の動作について説明するための説明図であ
る。
【図６８】実施の形態１１による液晶駆動回路の第２の構成を示す図である。
【図６９】実施の形態１１による液晶駆動回路の第３の構成を示す図である。
【図７０】実施の形態１１による液晶駆動回路の第４の構成を示す図である。
【図７１】実施の形態１１による液晶駆動回路の第５の構成を示す図である。
【図７２】従来の液晶駆動回路の構成を示す図である。
【図７３】画像メモリの間引き処理について説明するための説明図である。
【図７４】間引き処理の問題点について説明するための説明図である。
【符号の説明】
１　入力端子、２　受信手段、３　画像データ処理部、４　符号化手段、５　遅延手段、
６　符号化手段、７　符号化手段、８　補正データ生成器、９　補正手段、１０　表示手
段、１１　補正データ発生手段、Ｓｔ１　画像データ符号化工程、Ｓｔ２　符号化データ
遅延工程、Ｓｔ３　画像データ符号化工程、Ｓｔ４　補正データ発生工程、Ｓｔ５　画像
データ補正工程。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】
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【 図 ４ ８ 】 【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】 【 図 ５ １ 】
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【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】

【 図 ５ ５ 】

【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

【 図 ５ ８ 】
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【 図 ５ ９ 】 【 図 ６ ０ 】

【 図 ６ １ 】 【 図 ６ ２ 】
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【 図 ６ ３ 】 【 図 ６ ４ 】

【 図 ６ ５ 】 【 図 ６ ６ 】
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【 図 ６ ７ 】 【 図 ６ ８ 】

【 図 ６ ９ 】 【 図 ７ ０ 】
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【 図 ７ １ 】 【 図 ７ ２ 】

【 図 ７ ３ 】

【 図 ７ ４ 】
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所述经编码图像的时间延迟输出解码的图像的第一装置，对应于一帧第二解码的当前图像的图像之前，以用于输出图像的装置;用于
输出用于基于第一解码图像和第二解码图像校正当前图像的灰度值的校正数据的装置;以及用于基于当前图像生成图像数据的装置。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1c16ad91-be06-4b97-84c0-8f188f1d9c38
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026624248/publication/JP3617498B2?q=JP3617498B2



